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皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきました、実行委員長を務めております九州ニュービジネ

ス協議会会長の貫でございます。まずは、今回応募いただいた 16 校 31 組から、ここまで勝ち抜いて

こられた８チームの皆様、そして各チームを指導された先生方をはじめ関係者の皆様に心からの敬意を

表させていただきます。加えて、年末の大変お忙しい中、会場にお越しいただいた先生や学生の皆様、

協賛いただいた企業や支援団体の皆様、審査委員の皆様、さらにはＹｏｕＴｕｂｅでご覧いただいてい

る皆様方にも心より御礼申し上げます。 

さて、現在世界情勢はwith コロナの兆しを見せ、国際間の人の移動など経済活動が活発化する一方、

余談を許さないウクライナ情勢や世界規模の物価高騰の中、日本においても円安や物価高騰、燃料不足

に加え 2050 年カーボンニュートラルへの対応等大変難しい環境にあるのは皆様ご承知の通りです。 

しかしながら、その中で国内ベンチャーの資金調達額は、過去最高を記録した昨年度の 7，800 億円

に対して今年度半期の実績は昨年を上回る勢いで伸びております。また、岸田総理も今年を「スタート

アップ創出元年」と位置づけ、スタートアップを 5年で 10 倍に増やすことを目的とした「スタートア

ップ育成５ヶ年計画」を策定し強力に取り組む方針を示されました。 

九州でも大学におけるスタートアップエコシステム形成を目的として PARKS が設立され、スタート

アップの起点となる大学発の起業家を生み出すための仕組みづくりが推進されつつあります。この度

22 回目を迎える九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテストも、多くの大学発ベンチャーを

世に出す場として活動して参りましたが、今後は九州におけるスタートアップエコシステム形成の一翼

として、これまでに増してその役割は大きくなると考えます。 

本日はこれからグランプリ、九州経済産業局長賞、九州経済連合会長賞、ＮＩＣＴ賞等を目指して、

８組のチームに競っていただきます。グランプリ受賞者は、来年開催予定の、「キャンパスベンチャー

グランプリ全国大会」へ出場し、経済産業大臣賞や文部科学大臣賞等を目指します。また、ＮＩＣＴ賞

受賞者は、来年３月７日開催の「起業家甲子園」全国大会への挑戦権を獲得し、総務大臣賞をはじめ、

資金調達や大企業との事業提携の機会等を得ることになります。いずれも九州から全国に羽ばたく大き

なチャンスです。ちなみに、昨年度ＮＩＣＴ賞を受賞した北九州高専チームは、起業家甲子園において

協賛企業特別賞を勝ち取るなど優秀な成績を収められました。九州の歴代の受賞者は全国大会でも優秀

な成績を残しております。 

一昨日関東でございましたニュービジネス大賞の全国大会におきましても、九州のグランプリに輝い

た EV モーターズ・ジャパン様が、見事第 2位となる「中小企業庁長官賞」を獲得されました。技術が

急速に進歩する中でスタートアップが今や日本の将来を左右する重要な役割を担っていると考えます。

私ども実行委員会としてもビジネスの将来を見極める非常に難しくも重要な役割を担っていると自覚

しているところでございます。 

最後になりますが、この壇上で戦う若者たちが、これからの日本を担う起業家へと成長する可能性を

秘めております。本日ご来場の皆様、また、ＹｏｕＴｕｂｅでご視聴の皆様におかれましても、まずは

共に支援していただきますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきます。８チームの

皆様、どうぞ頑張ってください。 

令和 4年 12 月 17 日 

 

1．ごあいさつ ～ 九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト開催によせて ～ 
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(1) 事業の目的 

 新たなベンチャーの創出により、経済を活性化させることが求められている情勢の中、『知の創造』

拠点としての大学等には多くの研究成果等が蓄積されている。これら九州の大学等に眠るシーズの発掘

と育成を図り、多くのイノベーション(技術革新)を生み出すことを目的に、大学生･高専生を中心とした

若者が、創造能力とチャレンジ精神を養うためのビジネスプラン(事業計画書)を作成し、自ら考え解決

していく能力とプレゼンテーション能力を養成する場を提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 実施体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）最終審査会までの主なスケジュール及び実施概要（結果） 
 
  本年度も昨年度に引き続き、二次審査会及び最終審査会をハイブリッド方式にて実施。with コロナの
状況に対応したコンテストの運用を確立した。 

 

〇 ビジネスプラン募集 

  募集期間：2022 年７月 1 日（金） ～ 9 月 22 日（木） 

・ チラシ、ポスター、HP、メルマガ等を活用し告知を実施。 

・ 参加常連校を中心に教授等へ訪問し意見交換を行う。訪問が叶わない学校等について

は Zoom 等によるリモートでの説明・意見交換を実施。 
 

〇 ビジネスプラン作成講座 
  

  開催日時：2022 年 8 月 30 日（火） 14:00 ～ 16:30 

（ 募集期間：2022 年 8 月 10 日（水） ～ 8 月 29 日（月） ） 

開催場所：福岡 SRP センタービル SOIL スタジオ（福岡市早良区百道浜 2-1-22）より Zoom にて 

リモート開催。 

 受 講 者：8 校・15 名 

 

 

2. コンテストの概要 

「九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト」は、例年２月に東京で開催される「キャンパス 

ベンチャーグランプリ全国大会（主催：日刊工業新聞社）」の九州予選会の役割も担っている。 

また、2019年度から国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)と連携、｢起業家甲子園(全国大会)｣  

挑戦権が獲得できる「NICT賞」を新設。例年3月に東京で開催される同大会予選も兼ねる事となった。 

【主催】九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 

    経済産業省 九州経済産業局、福岡県、福岡市、(一社)九州経済連合会、(独)中小企業基盤整備機構九州本部、 

日刊工業新聞社西部支社、(一財)九州オープンイノベーションセンター、(一社)九州ニュービジネス協議会 

【共催】九州・大学発ベンチャー振興会議 

【協賛･協力】九州電力㈱、㈱QTnet、㈱ストライク、㈱西日本シティ銀行、西日本プラント工業㈱、㈱福岡銀行、 

㈱アピカル、EY新日本有限責任監査法人、ＷASHハウス㈱、SGインキュベート㈱、㈱FFGベンチャービジネスパートナーズ 、 

学校法人君が淵学園 崇城大学 、九州旅客鉃道㈱、㈱テノ.ホールディングス、有限責任監査法人トーマツ、三和酒類㈱ 

九電産業㈱、㈱九南、税理士法人くまで会計事務所、古賀マネージメント総研㈱、西部ガスホールディングス㈱、 

㈱ジオクラスター、㈱豊川設計事務所、西日本鉄道㈱、㈱博運社、㈱はせがわ、PwCあらた有限責任監査法人、 

廣田商事㈱、㈱Branches、レイナ㈱、㈱ワールドホールディングス、㈱九電工、㈱十八親和銀行、 

㈱九州リースサービス、㈱宮崎銀行、㈱池田工業、㈱筑邦銀行、㈱シティアスコム、㈱やずや、 

正晃㈱、㈱正興電気製作所、三洋工機㈱、大阪中小企業投資育成㈱、㈱佐世保玉屋、㈱DAM、 

㈱七尾製菓、㈱日商保、税理士法人さくら優和パートナーズ、NPO法人九州プロレス、朝日警備保障㈱、 

㈱福岡商店、㈱ふくや、米良電機産業㈱、QBキャピタル(同)、ジャフコグループ㈱、（同）D4V、 

㈱ドーガン･ベータ、㈱日本政策金融公庫、藤岡国際特許事務所（順不同） 

【後援】佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、西日本新聞社、佐賀新聞社、長崎新聞社、 

  熊本日日新聞社、大分合同新聞社、宮崎日日新聞社、南日本新聞社、日本弁理士会九州会 
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 概  要：① 事業計画作成のポイント解説 

        〔講師〕 独立行政法人 中小企業基盤整備機構 九州本部 

             中小企業アドバイザー  佐々木 茂 氏（ 株式会社ジャンクション 代表取締役 ） 

・ 事業計画書作成、マーケティング、売上計画の作成法など、ビジネスプランの作り方

や起業のための基礎知識に関する講義を実施。 

・ 「3 分動画」作成のポイントについても併せて解説。 
 

      ② 未来の起業家へ  ~ 過去グランプリ受賞の先輩起業家による座談会 ~ 

        〔登壇〕 株式会社 Ciamo 代表取締役 古賀 碧 氏 〈 第 16 回 グランプリ 受賞 〉 

  株式会社山城機巧 代表取締役 山城 佑太 氏〈 第 19 回 グランプリ 受賞 〉 

        〔司会〕 独立行政法人 中小企業基盤整備機構 九州本部 佐々木 茂 氏 
 

・ 過去大会のグランプリ獲得者で、起業家として活躍中の先輩方による座談会を開催。 

・ 経験者ならではの体験エピソードや、自身の現状、コンテストに参加した事で得られ

たものを WEB で語っていただいた。受講した学生からも、「応募への意欲が沸いた」

「もっとお話が聞きたかった」といった声が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 第 1 次審査会（書類審査） 

 開催日時：2022 年 10 月 17 日（月） 13:00 ～ 15:00 

開催場所：Zoom により実施 

・ 8 団体で組織する「九州･大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会」

（運営部会）にて審査会を実施。 

・ 審査会に先立ち、事前に各実行委員が書類審査実施。審査会当日の審議により、応募

総数 31 チームの中から第 2 次審査進出 18 チームを選出。 
※第 1 次審査通過 18 チームを選定後、1 チームが都合により第 2 次審査辞退のため、次点チームを繰上げ） 

 
 

〇 第 2 次審査会（プレゼンテーション／3 分動画審査） 

  開催日時：2022 年 11 月 5 日（土） 10:00 ～ 16:00 

  開催場所：九州経済連合会 会議室（電気ビル共創館 6 階）から Zoom でのリモート審査形式 

・ 第 1 次審査通過の 18 チームが参加。 

・ 古賀審査委員長以下、審査委員 8 名による審査会を開催。 

・ 感染症等拡大対策（手指消毒の徹底、マスク着用、パーテーション設置など）を講じ、

下記要領にて実施。 

① リモート審査：現地参加は審査委員・関係者のみ。発表者は Zoom にてリモートで 

審査及び質疑応答を実施。 

 
ビジネスプラン作成講座の模様 
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② 3 分動画 ：昨年と同様、参加学生があらかじめ制作した動画を放映。その後審査 

委員による質疑応答を行う形式。 

③ ライブ配信：審査会の模様を YouTube でライブ配信。 
 
 
 (4) 最終審査会 
 
■ 開催日時 2022年12月17日（土）                13:00 ～ 17:50 
 
■ 会  場 ももち浜SRPホール（福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル2階）  
【第１部】開会式・プレゼンテーション 13:00 ～ 15:25 
  ・主催者挨拶：九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行委員長  貫  正義 
               (一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 会長・九州電力㈱ 相談役） 

  ・プレゼンテーション及び質疑応答 全8チーム×13分（発表5分・質疑応答8分） 
  

【第 2 部】基調講演 「QTnet のチャレンジとその先へ」 

～ e スポーツ市場への参入と将来展望 ～     15:37 ～ 16:47 

〔講 師〕株式会社 QTnet 経営戦略本部 YOKA プロ部 部長      稲葉 太郎氏 

      〃 e スポーツ事業部 グループ長                            小橋 勝之氏 
 
【第３部】表 彰 式                       17:00 ～ 17:45            

《表 彰》 グランプリ 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行委員長     貫  正義 

九州経済産業局長賞 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部長     柴谷 昌宏 

九州経済連合会長賞 (一社)九州経済連合会 産業振興部長           筬島 修三※ 
※ 同・参事 嶋田 哲郎氏が代理登壇 

 優 秀 賞 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 実行副委員長     石堂 隆史 

 協賛企業等特別賞 各賞提供企業・団体の代表者              
 

《講 評》 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 審査委員長     古賀 光雄 
                        (古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長) 
  

 
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 最終審査会 概要   

・ ファイナリスト 8 チームが出場。 

・ 発表形式は、会場でのプレゼンテーション（5 分）と質疑応答（8 分）。 

・ 一般傍聴者の来場及び YouTube ライブ配信によるハイブリッド形式にて開催。 

・ 古賀審査委員長以下、9 名の審査委員により各賞を決定。 

・ NICT 賞は、NICT メンターの専門審査委員（D4V 永瀬 Principal）により決定。 

※ 第 22 回の今回は該当なし 

・ 7 つの企業・団体のご協力により、「協賛企業等特別賞」を今年度も設定。 
・ 表彰結果          グランプリ        1 件 

（詳細 15～19 ページ）   九州経済産業局長賞    1 件 
九州経済連合会長賞    1 件 
優秀賞          5 件 
支援部門賞        1 件  
協賛企業等特別賞     7 件 ※ 他賞と重複 
→ 九州電力グループ賞、ＪＲ九州グループ賞、西部ガスグループ賞、 

  ストライク賞、西鉄グループ賞、日本弁理士会九州会会長賞、ＦＦＧ賞 

                      ※ 会社名 50 音順で記載 

・ 会場参加者及び YouTube 視聴者を対象に応援投票を実施（122 票）、審査の参考とした。 
・ コンテスト終了後に現地の会場にて交流会を実施。 
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(5) 全国大会等 
 

〇 キャンパスベンチャーグランプリ全国大会 

 〔審査会〕開催日時：2023 年 2 月 3 日（金）13:30 ～ 17:30 

      開催場所：霞山会館 ※表彰式も同日、同会場にて実施 

・ 全国 8 地区から総計 569 件のエントリー。地区大会（北海道、東北、東京、名古屋、

大阪、中国、四国、九州）を勝ち抜いた 12 チームが出場。 

・ 審査形式は、登壇者によるプレゼン（5 分）と質疑応答（5 分）により構成。 

・ 「九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」で「グランプリ」受賞の   

崇城大学・林田ミウさん（代表）が出場。 

・ 非常にハイレベルな審査会の中、見事に審査委員会特別賞を受賞。 

※結果詳細は 17 ページを参照 
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（１）審査基準 

 

「九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」審査基準 

 

 ビジネスプランコンテストにおいて、ビジネスプランの選考にあたっては、以下の要領で行うものとする。 

評点は、採点表に各審査委員がビジネスプランごとに採点記入する。評価項目は以下３項目とし、簡便化

のため５段階評価をする（５点、４点、３点、２点、１点）。 

 

１ 評価項目 

 

(1) 新規性・革新性・優位性  ：事業アイデア・コンセプト自体の新規性・革新性・優位性。 

(2) 実現可能性・市場性 ：ビジネスプランの事業化への可能性、市場性。 

(3) 表現力 ：書類、プレゼンでの表現力、説得力。事業化するにあたっての考え方。 

 

 

２ 評価基準 

 

  評点の目安としては、各項目３点を標準とし、非常に優れているものを５点、優れているものを４点、  

いま一歩を２点、最も低い評価を 1 点とする。いずれも採点表のとおり評価基準を設けるが、あくまで

も目安で、各審査委員の経験及び他の案件との相対的な評価から出た判断で差し支えないものとする。 
 

 

 
 
 

評価項目 採 点  評価基準（あくまでも目安を例示したもの） 

１．新規性･革新性 

・優位性 
点  

5 事業アイデア等の新規性、優位性も大変高い。 

4 事業アイデア等の新規性、優位性も高い。 

3 事業アイデア等の新規性、優位性も普通である。 

2 事業アイデア等の新規性、優位性も普通よりやや劣る。 

1 事業アイデア等の新規性、優位性がなく劣る。 

２．実現可能性 

・市場性 
点 

5 近々（２年以内）、事業化が可能であり、市場性も大変大きい。 

4 5 年後には事業化できる可能性があり、市場性も大きい。 

3 計画が具体的に煮詰まっているが、起業には今一歩で、市場性も普通である。 

2 計画が具体的に策定できておらず、市場性の見極めが普通より甘い。 

1 単なるアイデアであり、市場性もない。 

３．表現力 点 

5 表現力、説得力が十分にあり、起業家としての意識も大変高い。 

4 表現力、説得力があり、起業家としての意識も高い。 

3 表現力、説得力、起業家としての意識は普通である。 

2 表現力、説得力、起業家としての意識は普通よりやや劣る。 

1 表現力、説得力、起業家としての意識は低い。 

3．審査基準及び表彰基準 等 
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３ 選定 

 

 (1) 一次審査は書類審査により、二次審査(プレゼンテーション)を行うプランを選定する。 

    各審査員が上記審査基準に基づき、採点を行った後協議により決定する。 
 

 (2) 二次審査はプレゼンテーション審査により、コンテストにおける最終発表プランを 6 プラン程度選定 

   する。各審査員が上記審査基準に基づき、採点を行ったのち、協議により決定する。 
 

  (3) コンテストはプレゼンテーション審査により、各賞を選定する。 

   ・専門審査員が上記審査基準に基づき採点を行った後、会場審査の採点結果も参考にしながら、協議

により各賞を決定する。 

   ・表彰は、グランプリ 1 件、九州経済産業局長賞 1 件、九州経済連合会長賞 1 件、優秀賞数件程度とする。  

   

４ コンテストにおける会場審査について 

  

 (1) 全発表プランを聴講する参加者に限り、会場審査を行うことができる。 

  (2) 「自分が応援したいと思うプラン」を 3 件選び投票する。それを各 1 点で計算する。 

  (3) 会場審査の結果は、専門審査員の協議の参考資料として取り扱う。 

 

（２） 会場審査投票 
 

 従来は、最終審査会傍聴者を対象に会場審査投票を実施していたが、本年度は感染症等拡大防止の観点よ

り従来型の会場審査投票は未実施。代わりに WEB を利用した応援投票を実験的に実施した。 

  

（３） 表彰基準 

表彰区分 件 数 表彰基準 

グランプリ 

（表彰状・賞金 30 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、新規性、実現化など、最も評価

の高いプラン 

九州経済産業局長賞 

（表彰状・賞金 10 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、グランプリに次いで、とくに 

優秀なプラン 

九州経済連合会長賞 

（表彰状・賞金 8 万円） 
1 件 

コンテストの審査において、グランプリに次いで、優秀な 

プラン 

優秀賞 数件 
コンテストの審査において上記各賞に該当しないが、優秀と

認めるプラン 

 
※ 「NICT 賞」（「起業家甲子園（全国大会）」挑戦権）については、上記審査基準によらず、国立研究

開発法人情報通信研究機構（NICT）の基準により派遣された専門審査委員により選考し、表彰を行う。 
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 その他の表彰について   上記以外に特別賞として、以下の表彰を設定 
 
■「協賛企業等特別賞」 

 企業や団体の皆様との連携の強化を図るとともに、コンテスト後のフォローや学生の皆様のさらなるモチベ― 

ションアップの一助として設定。昨年に続き、7 つの企業・団体の皆様にご協力いただいた。 
〔本年度設定賞〕 九州電力グループ賞、ＪＲ九州グループ賞、西部ガスグループ賞、ストライク賞、西鉄グループ賞、 

日本弁理士会九州会会長賞、ＦＦＧ賞 ※提供企業・団体名称順 
 

■「支援部門賞」 

 エントリーする学生の支援を通して、コンテストにおいて顕著な実績を上げ、起業家育成の基盤づくりに貢献 

されている支援者・指導者を表彰。（「グランプリ」受賞者の支援者、コンテストに功績のある支援者・指導者） 



 

 

第 22 回九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト 審査委員一覧 

 

■ 二次審査会［11 月 5 日（土）実施］ 

《審査委員長》 

・ 古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長        古賀 光雄さま 

《審査委員》 

・ 九州電力㈱ コーポレート戦略部門 インキュベーションラボ長  永原 聖也さま 

・ 九州旅客鉄道㈱ 執行役員 事業開発本部 企画部長    古賀 大貴さま 

・ 西部ガスホールディングス㈱ 事業開発部 部長      相川 洋さま 

（SG インキュベート㈱ 代表取締役社長） 

・ 西日本鉄道㈱ 新領域事業開発部 九州活性化プロジェクト 部長    林田 安弘さま 

・ 日本弁理士会九州会 弁理士               藤岡 靖和さま 

・ ㈱Branches 代表取締役                 権藤 光枝さま 

・ ㈱FFG ベンチャービジネスパートナーズ 取締役副社長      山口 泰久さま 
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４．審査委員のご紹介 



 

■ 最終審査会［12 月 17 日（土）実施］ 

《審査委員長》 

・ 古賀マネージメント総研㈱ 代表取締役社長        古賀 光雄さま 

《審査委員》 

・ 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部長        柴谷 昌宏さま 

・ ジャフコ グループ㈱ ビジネスディベロップメント部担当    佐藤 直樹さま 

・ ㈱ドーガン・ベータ 代表取締役パートナー        林 龍平さま 

・ 日本政策金融公庫 国民生活事業 福岡創業支援センター 所長     長谷川 康利さま 

・ ㈱Branches 代表取締役                 権藤 光枝さま 

・ ㈱FFG ベンチャービジネスパートナーズ 取締役副社長    山口 泰久さま 

・ QB キャピタル合同会社 代表パートナー           坂本 剛さま  

《NICT メンター》 

・ D4V 合同会社 Principal                 永瀬 史章さま 

 

※ 会社名 50 音/アルファベット順で記載 
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九州 7 県及び沖縄県の 13 大学（大学院を含む）、2高専、1専門学校の合計 16校から 合計 31 件 の応募があった。

■ 県・学校別　応募状況（代表者） ■ 県・学校別 応募件数及び審査段階別結果

第1次審査 第2次審査

今 回 昨年度 前年比 (2次進出) (最終進出)

総　計 31 54 ▲23 総　計 31 18 8

福　岡 6 16 ▲10 福　岡 6 2 0

有明工業高等専門学校 0 九州大学（大学院含む） 1

北九州工業高等専門学校 2 ▲2 筑紫女学園大学 4 2

北九州市立大学 1 ▲1 福岡ECO動物海洋専門学校 1

九州国際大学 1 ▲1 佐　賀 2 2 1

九州産業大学 1 ▲1 佐賀大学（大学院含む） 2 2 1

九州大学（大学院含む） 1 2 ▲1 長　崎 3 2 1

西南学院大学 1 ▲1 佐世保工業高等専門学校 1 1 1

九州共立大学 0 長崎県立大学 1

近畿大学 2 ▲2 長崎大学（大学院含む） 1 1

筑紫女学園大学 4 3 ＋1 大　分 4 3 2

日本経済大学 2 ▲2 大分大学（大学院含む） 3 3 2

福岡ECO動物海洋専門学校 1 ＋1 日本文理大学 1

福岡大学 1 ▲1 熊　本 7 5 2

佐　賀 2 1 ＋1 熊本県立大学 2

佐賀大学（大学院含む） 2 1 ＋1 崇城大学 1 1 1

長　崎 3 15 ▲12 熊本大学（大学院含む） 4 4 1

佐世保工業高等専門学校 1 6 ▲5 宮　崎 7 3 2

長崎県立大学 1 5 ▲4 宮崎産業経営大学 1

長崎大学（大学院含む） 1 4 ▲3 宮崎大学（大学院含む） 6 3 2

大　分 4 8 ▲4 鹿児島 1 1 0

大分大学（大学院含む） 3 4 ▲1 鹿児島大学（大学院含む） 1 1

日本文理大学 1 ＋1 沖　縄 1 0 0

立命館アジア太平洋大学 4 ▲4 沖縄工業高等専門学校 1

熊　本 7 7 0 ▶ 最終審査結果欄：【G】グランプリ　【局】九州経済産業局長賞　
※2次審査進出1件辞退

熊本県立大学 2 3 ▲1 　　　　 　【連】九州経済連合会長賞　【優】優秀賞

熊本大学（大学院含む） 4 4 0

崇城大学（大学院含む） 1 ＋1 ■ 応募プランの分野別分類（複数回答あり）

宮　崎 7 5 ＋2

宮崎産業経営大学 1 ＋1

宮崎公立大学 1 ▲1 1 1 1.6% 11

宮崎大学（大学院含む） 6 4 ＋2 2 1 1.6% 11

鹿児島 1 1 0 3 1 1.6% 11

鹿児島大学（大学院含む） 1 1 0 4 5 8.2% 5

沖　縄 1 1 0 5 2 3.3% 8

沖縄工業高等専門学校 1 ＋1 6 1 1.6% 11

沖縄国際大学 1 ▲1 7 12 19.7% 1

8 6 9.8% 4

9 1 1.6% 11

10 11 18.0% 2

11 8 13.1% 3

12 4 6.6% 6

13 2 3.3% 8

14 0 0.0% －

15 4 6.6% 6

16 2 3.3% 8

応募件数
応募件数 最終審査結果

【局】1

No. 分　野 応募数 構成比 順　位

【優】1

【優】2

災害支援

【優】1

【連】1、【優】1

新製造技術

新エネルギー・省エネルギー（省力化含む）

バイオテクノロジー

環境・リサイクル・産業廃棄物処理

住宅

【Ｇ】1

食品・農林水産品

加工・製造技術

観光資源

その他

生活文化･生活支援･新サービス･アミューズメント

医療・福祉

物流・流通

人材活用 

情報・通信 (インターネット関連含む)

ビジネス支援

● 応募状況について

・応募件数 31件 （ 対前年 ▲ 23 件 ）

・応募校数 16校 （ 対前年 ▲ 6 校 ）

〔増加〕 ＋ 9 筑紫女学園大、福岡ECO動物海洋専門学校、佐賀大
日本文理大、崇城大、宮崎産経大、宮崎大、沖縄高専

〔減少〕 ▲32 北九州高専、九州共立大、九州国際大、九州大、近畿大
九州産業大、西南学院大、日本経済大、福岡大、長崎大
佐世保高専、長崎県立大、大分大、APU、熊本県立大、
宮崎公立大、沖縄国際大

▶ 概 況 ■

■総括
・応募総数は、31件と過去10年で最も少ない水準となった。
・地域別に見た時には福岡地区と長崎地区の減少が顕著だった。両地域から

の応募が件数の下支えをしていたが、今年はその数が激減し全体の件数減
に大きな影響を与えた。

・外的要因として、コロナ拡大によるキャンパスライフの変化（オンライン
化）に伴う共同提案型応募の減少も見受けられた。

■各地区の状況
・福岡地区：8校からの応募が無くなり、全体として大幅に減少。
・長崎地区：長崎ビジコンからの重複応募が大幅に減少。
・大分地区：APUからの参加が無くなるも、新規大学の参加あり。
・熊本地区：ほぼ例年並みの参加率。
・宮崎地区：宮崎ビジコンとの連携が進み、安定的な参加が期待できる。
・その他 ：昨年に続き沖縄からの応募あり。

５. 応募状況及び審査段階別進出状況（結果）
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● 分野別分類について ●

・ 傾向としては、大きな変化はないものの、「人材・活用」のシェアが増加。
雇用の創出に注目しているプランが多い。

・ 「環境･リサイクル」関連もSDGｓの浸透と相成って昨年並みのシェアを
継続し、引き続き注目を集める分野となっている。



【 参 考 ① 】近年の応募状況 （県別・学校別応募数の推移）ならびに受賞歴

凡例：★グランプリ　◎九州経済産業局長賞　◆九州経済連合会長賞　 ●優秀賞　☆NICT賞（2019～2021年度）◇ NEDO特別賞（2017年度）

（単位：件）

総　計

有明高専 1 ● 2 ● 2 1 4 ● 1 ☆ 1

北九州高専 ◎ 1 ◆ 1 1 ★◎ 4 ★◎ 5 ● 4 ●● 5 ◎ 3 ● 3 ●● 3 ● 1 ☆● 2

北九州市立大 ★ 2 ● 1 1 1 ◎ 3 1 2 1

九州共立大 2 2 1 1 1

九州工業大 1 2 1 1

九州国際大 1 ● 1 1 1

九州産業大 ● 12 ● 6 7 2 1

九州情報大 2 1 1

九州大 1 ★◆ 3 2 ● 3 1 ◆● 3 ◇● 8 ◆●●●11 ● 1 ● 2 1

近畿大 1 1 1 1 1 1 1 3 3 2

久留米工業大 1 ◆ 1 1

久留米高専 1 2

久留米大 1 2 1

産業医科大 ★ 1

西南学院大 1 3 6 3 2 3 1 1 1 1

筑紫女学園大学 ● 3 ● 3 4

福岡ECO動物海洋専門学校 1

日本経済大 1 1 2

福岡工業大 ● 1 1 1

福岡歯科大 1

福岡女学院大 1 ● 1 ● 1 ● 2 ● 1 ● 1

福岡大 ◎● 7 ● 10 3 1 2 1

早稲田大 3 1 1

佐賀女子短期大 1

佐賀大 1 2 ● 2 ● 4 1 1 ★ 2 ● 1 ◎ 1 ◎ 2

活水女子大 1

佐世保高専 4 2 7 3 6 ● 1

長崎県立大 1 1 7 4 3 6 4 6 ★ 5 1

長崎国際大 1 1 ★ 2

長崎総合科学大 1

長崎大 ● 3 ● 4 ◎ 5 2 4 4 8 1 ● 1 ◆ 4 1

大分県立芸術文化短期大 ★ 1

大分短期大 1

大分大 7 3 2 ★◎ 4 ● 4 3 5 1 ● 2 4 ◎● 5 ◎● 5 4 ● 3

日本文理大 1 1 2 1 ● 1 1

立命館アジア太平洋大 ● 3 1 1 1 1 1 1 ● 4

熊本学園大 1 1 3 1

熊本県立大 6 6 ● 6 ● 3 1 3 4 3 2 2 3 2

熊本高専 1 ● 1 4 ◆ 6 ◆ 8 5 11 6 8 3 1

熊本大 7 8 ◎ 7 1 1 1 ● 4 ● 4

崇城大 ● 2 6 ◆● 9 ★● 16 5 7 ◆ 5 ★ 1

東海大 1 1 1

宮崎公立大 1 ● 1

宮崎産業経営大 1 1 1 1 1 2

宮崎大 1 1 ★◆ 8 4 ☆● 13 ★◆● 7 4 ◆● 7

鹿児島県立短期大 1

鹿児島国際大 4 3

鹿児島大 1 2 ● 2 ● 3 1 1 ◎● 3 1 2 1 1 1

沖縄高専 1

沖縄国際大 1

☆☆☆　全国大会等での授賞実績（上記表の黄色着色）　☆☆☆ ※ 学校名は各県50音順※ 学校名は各県50音順

・ 2021(R  3) ［起業家甲子園］パートナー企業特別賞（ソフトバンク賞）／北九州高専 ・ 2017(H29)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／宮崎大［NEDO TCP2017］認定VC賞 他／九州大

・ 2020(R  2)　審査委員会特別賞／宮崎大　［起業家甲子園］協賛企業特別賞6賞*／有明高専 ・ 2016(H28)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／崇城大、日刊工業新聞社賞／鹿児島大

            　　　＊ アイ･オー･データ賞、インフィニオン賞、クラウドワークス賞、セプテーニグループ賞、ソフトバンク賞、三菱電機賞 ・ 2014(H26)　特別賞(MIT賞)／北九州高専

・ 2019(R  1)　経済産業大臣賞（ビジネス大賞）／佐賀大 ・ 2012(H24)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／大分大

    　        ［起業家甲子園］審査委員特別賞(準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ)／宮崎大、特別賞(EO Tokyo賞･NEC賞)／崇城大* ・ 2010(H22)　特別賞(マイクロソフト賞)／九州大

・ 2018(H30)　審査委員特別賞/長崎国際大 ・ 2008(H20)　文部科学大臣賞(テクノロジー部門大賞)／北九州市立大

＊ 2019起業家甲子園における崇城大学は、「崇城大学ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄ」代表として出場･受賞

　

2017年　度 2009

(H26) (H27) (H28)

2014 2015 2016

(H31･R1) (R3)

49 49 47 48 54 43 51

(H29)

2018 20192012 2013

大

分

2010 2011
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崎

56
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岡
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崎

鹿
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島
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系列1

系列3

系列4

系列6

系列7

応募総数

医療・福祉

生活支援・新サービス

人材活用・教育

情報・通信

(件)

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

（H23） （H24） （H25） （H26） （H27） （H28） （H29） （H30） （H31･R1） （R2） （R3） （ R4）

48 54 43 51 56 65 52 63 55 43 54 31
生活支援・新サービス 20 34 25 33 28 40 31 28 26 18 22 12
人材活用・教育 16 19 7 10 14 16 11 16 5 12 10 11
情報･通信 11 14 18 20 15 14 18 23 18 13 21 8
医療･福祉 6 5 4 8 5 13 12 9 13 6 12 6
ビジネス支援 4 14 14 4 5 8 9 7 6 5 9 4
食品・農林・水産品 1 11 6 4 7 8 2 6 6 6 5 2
加工製造技術 2 2 1 1 11 8 3 7 1 0 0 0
観光資源 6 8 5 4 10 6 8 4 7 4 6 4
新製造技術 1 3 1 2 3 4 1 3 0 2 1 1
環境リサイクル 5 5 2 4 5 4 4 4 1 3 9 5
住宅 1 1 0 1 1 4 3 5 2 4 1 2
災害支援 2 1 2 2 2 2 4 6 1 2 2 1
新（省）エネルギー 1 5 1 2 1 1 1 2 1 0 1 1
バイオテクノロジー 1 2 0 1 1 1 2 2 3 0 0 1
物流･流通 0 4 3 3 4 1 2 4 4 3 4 1
その他 3 1 1 0 0 3 0 4 2 0 2 2

年　度

応募総数  (九州島内）

応

募

プ

ラ

ン

の

分

野

別

分

類

（

複

数

回

答

あ

り

）

【参考】近年の応募状況 （応募数と分野の推移）

● 本年度も傾向としては、例年と大きな変化はないものの、「人材活用・教育」のシェアが増加。

● SDGsへの注目を背景に、他の業種と「人材活用」を重複させたプランが多く見られた。

● 「環境・リサイクル」もSDGｓの浸透と相成って昨年並みのシェアとなった。
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■ 崇城大学　応用生命科学科 代表：林田 ミウ　さん

「 Proセンタ 」

■ 佐賀大学　理工学部 髙津 汰耀　さん

「 スコアキャスト 」

■ 宮崎大学大学院　農学研究科　 外山 由季　さん 

「 Re-Leaves 」

☆ グランプリ （ 副賞：30万円 ）

★ 九州経済産業局長賞 （ 副賞：10万円 ）

★ 九州経済連合会長賞 （ 副賞： 8万円 ）

6.  コンテストの結果

— 13 —

畜産現場で廃棄されるプラセンタを家畜・ペット用サプリメントとして畜産農家と飼料・ペットフードメーカー、ペットオーナーに提供する

ビジネス。この製品によって、家畜やペットにおいて免疫活性化、抗酸化、抗炎症などの効果が期待できる。この製品を開発販売することで、

畜産業の発展に寄与し、家畜やペットの健康を保ち、人と動物の幸せのために貢献する役割を担う。

「第19回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」出場

深層学習による画像処理AIを用いて、バスケットボールの試合の記録／配信／分析クラウドサービス：スコアキャストを、小学校・中学校・

高校を中心とするアマチュアチームに提供する。記録機能はiPadアプリで、配信機能はWebサービスで実現した。１チーム月額1000円で提

供する。分析機能はクラウドサービスで実現し、従量課金制とする。

丸ごと食べられる果実を作っている農家や海外へ輸出する商品を作っている会社、ガーデニングをされる方々に落ち葉や流木を再利用した肥

料を販売するビジネス。高騰化している肥料、おがくずの代わりに市内で出る落ち葉や流木を利用することで環境に良く、栄養素が高い肥料

を提供することが出来る。また障がい者の方を雇用することでその雇用問題も同時に解決する。販売により収益を得る。



■ 佐世保工業高等専門学校　電気電子工学科 代表：嶋山 明希　さん

「 メタ場 」

■ 熊本大学大学院　自然科学教育部 菊池 拓仁　さん

「 FREX（Freedom REvolution X） 」

■ 宮崎大学　医学部看護学科 宮脇 由記子　さん

「 Let me be」

★ 優秀賞　5件 （ 副賞：  5万円 ） ※最終審査会 発表順に掲載

6.  コンテストの結果

— 14 —

本サービスはVRを活用した不登校支援サービス。このサービスを通して、不登校の生徒さんに第三の居場所を提供し、学校への復帰しても

大丈夫だと思ってもらえるようになると考えている。これは現在問題になっている不登校の生徒の増加問題の解決につながり、大きな社会貢

献になりうる。月額料金をユーザーに支払ってもらうことにより、収益を得る。

水稲農家向けに、ジャンボタニシによる稲の苗の食害を防ぐために開発する「誘引餌」「忌避餌」」を販売するビジネス。このビジネスが果

たす役割は、「誘引餌」「忌避餌」によるジャンボタニシの防除によって、農業従事者の経済的損失および肉体的な負担を軽減することであ

る。稲の苗の食害防止剤の市場規模は約１８０億円以上であるが、「誘引餌」「忌避餌」でこの市場に参入し、一定のシェアを確保して収益

を得る見通し。

「性についての無知とタブー によって傷つかない未来の実現」をミッションとして掲げ、看護学生が性に関する同年代の課題を解決し、自

らもスキルアップできる事業。年代が近く、性に関する課題感を持つ看護学生が橋渡しとなって学生、家庭、教育現場へそれぞれに適した方

法で性の課題を解決する。ネットワーク化、教育、マーケットの作成を行い看護学生とユーザーの間に相互作用を生み出す事業。



■ 大分大学　理工学部 和田 貫汰　さん

「 ハウスインハウス 」

■ 大分大学　工学研究科 堀内 梨絵　さん

「 地域猫活性化事業(殺処分0への貢献) 」

■ 崇城大学　生物生命学部　生物生命学科　教授 宮坂　均　さま

★ 支援部門賞
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弊社は、既存の建物の中に新たな“ハウスボックス”を組み立て増築するハウスインハウス事業を展開する。廃れた商店街空き店舗、放置され

た倉庫、空き家などの建物内に“ハウスボックス”を購入者自身で組み立てることで、誰でも簡単に新たな空間を作ることができる。弊社はこ

の“ハウスボックス”を1つ単位で販売し、全国への発送を行うことで収益化を図る。

＜猫を愛する人に猫との時間を提供するアプリ＞

①全国の地域猫にタグをつけ地域猫図鑑の作成。多くの人に地域猫を知ってもらい支援できるアプリ。グループ内での管理アプリ。

②地域猫に猫目線カメラをつけ、ねこの目線で物事を考え支援につなげる。また猫好きな人のためのコンテンツとしての利用

③猫型ロボットアバターを開発し、全国のどこからでも地域猫の集まる場所に自身が猫として存在し、猫との時間を共有する。

収益はアプリのコンテンツ利用料、猫目線カメラと猫型ロボットのレンタル料で得る。

今年度もエントリーする学生の支援を通して、当コンテストにおいて顕著な実績をあげられ、起業家育成の基盤づ

くりに貢献されている方々を表彰することを目的として、「支援部門賞」を設定。



① 九州電力グループ賞 （提供：九州電力株式会社） ②ＪＲ九州グループ賞 （提供：九州旅客鉃道株式会社）

③ 西部ガスグループ賞 （提供：西部ガスホールディングス株式会社） ➃ ストライク賞 （提供：株式会社ストライク）

➄ 西鉄グループ賞 （提供：西日本鉄道株式会社） ➅ 日本弁理士会九州会会長賞 （提供：日本弁理士会九州会）

副  賞

① リンベル九州の七つ星ギフト ひざかり

② コワーキング＆コラーニングスペース「Q」ドロップイン1日回数券

③ 西部ガスグループ食品ギフト券

④ 事業成長支援サービス「S venture Lab.」1年間無料パス

⑤ ホテルギフト券

⑥ 弁理士による知財メンタリング

⑦ ECサイト「エンニチ」ギフト券

⑦ ＦＦＧ賞 （提供：株式会社ふくおかフィナンシャルグループ） ※ 表記は、提供企業・団体名称順

★ 協賛企業等特別賞
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協賛企業・協力団体の皆様のご協力により「協賛企業等特別賞」を昨年に引き続き設定。各賞は、各企業・団体の皆様に選考い

ただいた。

■ 九州電力グループ賞 熊本大学大学院 自然科学教育部 菊池 拓仁 さん

■ ＪＲ九州グループ賞 大分大学 理工学部 和田 貫汰 さん

■ 西部ガスグループ賞 長佐世保工業高等専門学校 電気電子工学科 嶋山 明希 さん（代表）

宮崎大学大学院 農学研究科 外山 由季 さん

■ ストライク賞 佐賀大学 理工学部 髙津 汰耀 さん

■ 西鉄グループ賞 佐賀大学 理工学部 髙津 汰耀 さん

■ 日本弁理士会九州会会長賞 崇城大学 応用生命科学科 林田 ミウ さん（代表）

■ ＦＦＧ賞 大分大学 工学研究科 堀内 梨絵 さん



 

 

■ 第 19 回 キャンパスベンチャーグランプリ全国大会                    

結果報告 

崇城大学 応用生命科学科  林田ミウさん ・ 土屋琉南 さん 出場 
  

 2023 年 2 月 3 日（金）、東京・霞山会館にて「第 19 回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」

（主催：日刊工業新聞社）審査会が開催されました。「第 22 回九州・大学発ベンチャー・ビジネスプラン

コンテスト」からは、グランプリを受賞された崇城大学の林田ミウさん・土屋琉南さんが九州代表として

出場し、審査委員会特別賞を受賞されました。 

 全国８地区・総計 569 件のビジネスプランの中から、それぞれ勝ち残ってきた粒揃いの 12 組の中に

あっての受賞は非常に素晴らしい結果となりました。 

林田さん・土屋さん、崇城大学の関係者の皆様、おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．全国大会の結果 

■「第 19 回（2022 年度）キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」結果 

 

賞 学校名 代表者氏名 チーム名 プラン

経済産業大臣賞

ビジネス大賞
神戸大学大学院 西原　三貴 チャン5 メタバース上のオタク・コミュニティ事業

文部科学大臣賞

テクノロジー大賞
東京農工大学大学院 坂本　良太 CYPケミストリー 生物酵素CYPを用いた脱石油の医薬品製造

日刊工業新聞社賞 立命館大学 森本　陽加里 Focus on 発達障害児者支援アプリ Focus on

MIT賞 青山学院大学大学院 中森　聖 いぬとれ
イヌトレ

～ドッグトレーナーと飼い主を繋ぐ、犬のしつけプラットフォーム～

教育審査委員賞 岐阜大学大学院 佐藤 　綾音 ぱーまねんと すぽんじ
すぽんじへあ～

美容業界の常識にあなを空ける

金沢大学 村中　さくら 株式会社LFOR
工場の健康診断

～ものづくり系従業員が働きがいを持てる社会へ～

崇城大学 林田　ミウ Proセンタ
畜産現場で廃棄されるプラセンタを利用した

家畜・ペット用サプリメントの開発販売

広島大学 久保　直樹 株式会社WEAVE
テイクアウトプラットフォーム「まかない」

食品ロス削減を持続可能なものに。

岩手大学 佐藤 　稜
学内カンパニー

岩手大学クラフトビール部
つなぐ！国産ビールプロジェクト

旭川工業高等専門学校 井上　光貴 旭川高専U・I・P研究会
ウォーターパイプまいすたー

-上下水道3Dプラットフォーム-

徳島大学 石川　環
C'est bon Janbom

徳島大学

徳島のおいしいものを全国に！

時代を変える新しい食肉加工品

松江工業高等専門学校 樋口　ひなた BUZZ
DHF

衣料廃棄物を用いた水処理装置

※入賞者以外は、発表順。

審査委員会特別賞

賞 学校名 代表者氏名 チーム名 プラン

経済産業大臣賞

ビジネス大賞
神戸大学大学院 西原　三貴 チャン5 メタバース上のオタク・コミュニティ事業

文部科学大臣賞

テクノロジー大賞
東京農工大学大学院 坂本　良太 CYPケミストリー 生物酵素CYPを用いた脱石油の医薬品製造

日刊工業新聞社賞 立命館大学 森本　陽加里 Focus on 発達障害児者支援アプリ Focus on

MIT賞 青山学院大学大学院 中森　聖 いぬとれ
イヌトレ

～ドッグトレーナーと飼い主を繋ぐ、犬のしつけプラットフォーム～

教育審査委員賞 岐阜大学大学院 佐藤 　綾音 ぱーまねんと すぽんじ
すぽんじへあ～

美容業界の常識にあなを空ける

金沢大学 村中　さくら 株式会社LFOR
工場の健康診断

～ものづくり系従業員が働きがいを持てる社会へ～

崇城大学 林田　ミウ Proセンタ
畜産現場で廃棄されるプラセンタを利用した

家畜・ペット用サプリメントの開発販売

広島大学 久保　直樹 株式会社WEAVE
テイクアウトプラットフォーム「まかない」

食品ロス削減を持続可能なものに。

岩手大学 佐藤 　稜
学内カンパニー

岩手大学クラフトビール部
つなぐ！国産ビールプロジェクト

旭川工業高等専門学校 井上　光貴 旭川高専U・I・P研究会
ウォーターパイプまいすたー

-上下水道3Dプラットフォーム-

徳島大学 石川　環
C'est bon Janbom

徳島大学

徳島のおいしいものを全国に！

時代を変える新しい食肉加工品

松江工業高等専門学校 樋口　ひなた BUZZ
DHF

衣料廃棄物を用いた水処理装置

※入賞者以外は、発表順。

審査委員会特別賞
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審査会の模様（日刊工業新聞社提供） 表彰式（日刊工業新聞社提供） 



8. コンテストの模様
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基調講演は、「QTnet のチャレンジとその先へ ～e スポーツ市場への参入と将来展望～」と題し、

近年注目を集めている「e スポーツ」について QTnet 経営戦略本部 YOKA プロ部の稲葉さま・小橋

さまのお二人にご登壇いただいた。QTnet の e スポーツ市場参入の経緯や今後の展望などを大いに

語っていただいた。講演後には多数の質問が寄せられ会場・WEB 共に非常に盛り上がった。 

 

 

■演 題 

QTnet のチャレンジとその先へ 〜 e スポーツ市場への参入と将来展望 〜  

 

■ 講 師 
 

株式会社 QTnet 経営戦略本部 YOKA プロ部 部長   稲葉 太郎 氏  

〃      e スポーツ事業グループ グループ長  小橋 勝之 氏 
 
■ プロフィール 

稲葉氏                    小橋氏 

9．基調講演  

1995 年九州電力株式会社入社。グループ会社や（公財）ハイパーネット

ワーク社会研究所等への出向を通じて、ICT コンサルおよび自治体・民間

企業との共創事業の責任者を務める。 

九州電力では 2017 年から九電グループ全般の新規事業プロジェクトを

担当し、スタートアップ投資やオープンイノベーションに注力。昨年、天

神ロフトビル８Ｆに西日本最大級の e スポーツ総合施設「esports 

Challenger's Park」を開設し、プロ e スポーツチーム「Sengoku Gaming」

と一体となった事業運営に邁進する一方で、様々なベンチャー企業と共創

しながら、社内組織・文化の改革を推進すべく「九州で一番ワクワクする

会社」を目指して、若手人財の発掘・育成にも奔走中。 

2003 年九州電力株式会社入社。社内ではエネルギー取引や経営管理業

務等を担当。福岡の経済団体への出向経験を経て、2018 年から新規事業

部署に所属し様々なプロジェクトを担当。 

2021 年 11 月より株式会社 QTnet にて e スポーツ事業を担当してお

り、天神ロフト８階の e スポーツ施設「esports Challenger’s Park」に

て、e スポーツ大会のパブリックビューイングや企業レクレーション、

学生 e スポーツ大会等に取り組み中 

― 19― 



受賞者のビジネスプランをご紹介（次ページより）

10. 受賞者のビジネスプラン（事業計画書）

※ 敬称略

★ グランプリ （1件） ■

崇城大学 応用生命科学科 林田 ミウ（代表）

「 Proセンタ 」

★ 九州経済産業局長賞 (1件) ■

佐賀大学 理工学部 髙津 汰耀

「 スコアキャスト 」

★ 九州経済連合会長賞 (1件) ■

宮崎大学大学院 農学研究科 外山 由季

「 Re-Leaves 」

★ 優秀賞 (5件) ※発表順 ■

佐世保工業高等専門学校 電気電子工学科 嶋山 明希（代表） メタ場

熊本大学大学院 自然科学教育部 菊池 拓仁 FREX（Freedom REvolution X）

宮崎大学 医学部看護学科 宮脇 由記子 Let me be

大分大学 理工学部 和田 貫汰 ハウスインハウス

大分大学 工学研究科 堀内 梨絵 地域猫活性化事業（殺処分0への貢献）
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11 .  告知物 等

— 50 —

（ プラン募集ビジュアル［表面］）



（ プラン募集ビジュアル［裏面］）
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_
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（ ビジネスプラン作成講座ビジュアル ）
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（ 最終審査会チラシ［表面］）
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国や地方自治体、行政団体、民間団体、マスコミと広範な機関で構成し、コンテストを円滑かつ効果的
に実施するために組織しています。プランの募集活動やビジネスプラン作成講座、審査会の実施などの
支援、コンテストの企画・運営を行いました。 
 

1． 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 名簿（敬称略・順不同） 

 

2． 運営部会（敬称略・順不同） 

 

3． 実行委員会事務局 

九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 事務局 
 
所在地：福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル5F (一社)九州ニュービジネス協議会内 

TEL：092-833-3097 FAX：092-833-3088 E-mail：daigaku-vbpc@qshu-nbc.or.jp 
 

 

委員会役職 氏 名 所属企業・団体名 各団体役職 

実行委員長 貫  正義 （一社）九州ニュービジネス協議会 会長（九州電力㈱相談役） 

副委員長 石堂 隆史 日刊工業新聞社西部支社 支社長 

委  員 山口  寛 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部 産業技術革新課長 

委  員 苗井 章紀 福岡県 商工部 新事業支援課長 

委  員 田中 顕治 福岡市 経済観光文化局 創業・立地推進部  創業支援課長 

委  員 友枝  芳久 （独）中小企業基盤整備機構九州本部 企業支援部支援推進課長 

委  員 山田 真治 （一財）九州オープンイノベーションセンター 常務理事 

委  員 筬島 修三 （一社）九州経済連合会 産業振興部長 

委員・事務局長 平本 俊一 （一社）九州ニュービジネス協議会 専務理事・事務局長 

お名前 所属企業・団体名 役 職 

石堂 隆史 日刊工業新聞社西部支社 支社長 

廣木 竜彦       〃 企画営業部 副部長 

村上 孝誠 経済産業省 九州経済産業局 地域経済部  産業技術革新課 課長補佐 

齊田 光史       〃 〃    係長 

田中 理貴 福岡県 商工部 新事業支援課 主任主事 

堀  華納       〃   〃     主事 

松尾 彩佳 福岡市 経済観光文化局 創業･立地推進部 創業支援課 係長 

髙﨑 百合絵       〃   〃 

梅田 博昭 (独)中小企業基盤整備機構九州本部 企業支援推進課 課長代理 

松浦 英佑       〃 〃    主任 

石川 裕喜 （一財）九州オープンイノベーションセンター イノベーション推進部 部長 

木原 秀美       〃 〃    部長 

筬島 修三 （一社）九州経済連合会  産業振興部 部長 

嶋田 哲郎       〃 〃    参事 

松田 正智 （一社）九州ニュービジネス協議会 事務局次長 

12．実行委員会について 

－54－ 
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協賛・協力 （順不同）

共催

九州・大学発ベンチャー振興会議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト実行委員会 

実行委員会 事務局：一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 
 

福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル5F 

TEL：092-833-3097 FAX：092-833-3088 
E-mail：daigaku-vbpc@qshu-nbc.or.jp 

大会公式サイト：https://qshu-nbc.or.jp/daigaku-vbpc/ 
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